



















































Supporting self-advocacy for people with intellectual disabilities: 




















































































































































































































































































































開催年月日 活動内容 参加者数 具体的活動内容
2008.12.23 クリスマス会 11名 自己紹介・レクリエーション・ケーキ作り・今後の活動について
の話し合い。
2009.１.20 勉強会 ４名 海外の知的障害者当事者会の歴史・活動内容について学生が説明。
2009.２.25 勉強会 ３名 内容は前回同様。内容が難しかったため、理解できるよう工夫を
して説明。
2009.３.23 勉強会 ４名 日本の知的障害者当事者会の歴史・活動内容。当事者と次回の活
動を計画。
2009.４.12 お花見会 ３名 美作大学付近の公園でお花見・レクリエーションをした。
2009.５.３ 本人の会チラシ ２名 本人の会のチラシ作成。
2009.５.12 本人の会チラシ作成 １名 前回の続き・配布先の検討及び依頼（配布先：青年学級・地域活
動支援センター・作業所等）。












2009.10.３ BBQ交流会 ７名 BBQの買出し・準備・片付けを分担して行った。参加者は 20歳
前後の方、誕生寺養護学校の生徒が多かった。保護者の方から次
回の活動も参加させて欲しいという声があった。
2009.10.30 知的障がい者大阪大会報告 ４名 知的障がい者大阪大会の報告。当事者が興味を示し、質問等も多
くあった。
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２）勉強会
　参加メンバーが、本人活動を進めていくことへの意
味を理解した上で「本人の会」に参加してもらうため
に、「本人の会」についての勉強会を開催した。勉強
会では、これまでに行われている本人活動の実際や本
人活動が果たす役割等について学生が主体となり説明
した。当事者に理解してもらうために、配付資料や説
明の方法を工夫し、勉強会を進めた。
　内容は海外や日本で行われている本人活動の歴史や
活動内容である。初回の勉強会は学生たちも初めてで
あり、理解できる説明方法が分からず、戸惑うことも
あった。終了後、参加メンバーから「難しかった、分
からなかった。」という意見があがった。反省を踏ま
え、もう一度同じ内容で勉強会を行った。２回目以降
はホワイトボードに文字や図、絵を掲示、パワーポイ
ントを活用する等、参加メンバーのペースに配慮して
説明した。
　勉強会を始めた当初は、学生が参加メンバーに意
見を求めることが多かったが、次第に参加メンバーか
ら自発的に意見が出るようになった。また、参加メン
バーの困っていること等について話し合う機会を設け
た。
３）季節行事・レクリエーションの支援
　参加メンバーから季節行事やレクリエーションの希
望があり、お花見会等季節に合わせた活動を参加メン
バーが中心となり計画、実施した。また、メンバー同
士の交流を図る目的でレクリエーションも行った。
写真５　学生が作成したチラシ
写真６　当事者が作成したチラシ
写真７　勉強会資料①
写真８　勉強会資料②
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　お花見会は、大学近くの公園で昼食、レクリエー
ションを行った。少人数ではあったが、大変盛り上
がった。また、バーベキュー交流会は必要物品や当日
の内容についても参加メンバーが中心となり計画を立
て、チラシを作り、参加メンバー自ら宣伝活動を行っ
た。その効果があり、初めて参加する当事者も多くい
た。買い物や食材の下準備等も全員で行い、食後のレ
クリエーションは大変盛り上がった。そして、この
バーベキュー交流会をきっかけに新しいメンバーも加
わった。これらの季節行事やレクリエーションの回数
を重ねていく中で交流が深まり、参加メンバーからの
希望が多く聞かれるようになった。
４）報告会
　先に述べた「３．本人活動についての学び　３）先
進的な本人活動への視察」にあるように、学生及び教
員が先進的に活動している「本人の会」を視察し、参
加メンバーに内容を報告した。内容は大阪本人活動で
ある「大阪ともだちの会」の見学、「知的障が者大阪
大会」に参加し、運営の方法、取り組み内容、実際に
見学、参加した時の内容についてである。報告する際
は、視覚的に伝わりやすなるよう配慮し、パワーポイ
ントや写真を用いて説明した。参加メンバーは内容に
興味を持ち、「行ってみたい」「大阪ともだちの会の
方と交流をしたい」等、積極的な感想が挙がった。
５．まとめと課題及び今後の展望
１）まとめと課題
　知的障害者の本人活動を当事者である参加メンバー
と学生支援者が共に活動し、参加メンバーの本人活動
への想いや希望を表出することができた。活動に参加
したいという希望もあるが、「本人の会」の活動内容
についての話し合いの際に、意見や希望が徐々に出て
くるようになった。また、さまざまな状況にある参加
メンバーが一同に会することで、自分以外のメンバー
の生活状況や、就労の状況等も知ることになり、その
ことが、自分自身を振り返る機会にもなったようであ
る。
　また、学生による本人活動支援は、支援者側の考え
や思いを押し付けることが少なく、参加メンバーの意
見が表出するまで、待ち、意見を出すまでの支援、意
見の汲み取りが上手にできているようであった。支援
経験者とは異なり、当事者とより対等な立場で支援を
開始することができたようである。
　しかし、これまでの活動から、いくつかの課題が明
らかになった。課題について以下に挙げる。
写真 10　お花見会
写真９　勉強会補足資料
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（１）参加メンバーが集まりにくい
　多くのメンバーが参加できやすいように、日程に
ついても配慮を行った。日中仕事をしているメンバー
や、週末に福祉サービスを利用したり、休日に仕事が
あるメンバーもおり、活動は主に平日、18：00から
「本人の会」を開催した。しかし、参加メンバー全員
の要望には応えられず、メンバーはなかなか増えな
かった。また、交通の便が悪いため、公共交通機関を
利用して大学まで来ることが難しいというメンバーも
いた。他にも、送迎等で保護者の負担が大きい場合も
あった。
（２）本人活動の本来の目的・意味が伝わりにくい
　本人活動の目的は、本人主体であり活動は本人同士
が話し合って決めていくものである。しかし、参加メ
ンバーは、これまでの社会生活の中で自分の意見を表
現するという機会も少なく、「本人の会」立ち上げ当
初は、活動にも慣れておらず、意見も出にくかった。
そのため、参加メンバーが主体となって活動を進めて
いくことはとても困難であった。こうした状況から、
当初は支援者である学生がある程度、活動内容を決め
たり、意見を出す等、本人活動の「本人主体」の機能
を果たしていくことが困難であった。しかし、回数を
重ね、参加メンバーも活動に慣れてくると参加メン
バーからの意見が出てくることが多くなった。また、
学生も活動を重ね、先進的な活動をしている団体への
視察等を通し、支援方法の学習を深め、徐々に支援方
法を体得しているようであった。
２）今後の展望
　先に述べた課題から、まず、開催日の調整が重要で
ある。定期的な活動以外にも行事やレクリエーション
を行う際に、日程の折り合いをつける必要がある。
　また、津山市街地及び周辺地域の交通の便にも配慮
する必要がある。本人活動の取り組みが盛んな主な地
域は交通の便がよく、家族や支援者からの送迎の支援
はあまり必要ではない。今後、行動援護８）や移動支
援事業９）等のサービスを利用して本人活動に参加で
きるよう地域自立支援協議会10）や地域の相談支援事
業11）等の協力を得、連携をとっていくことが必要で
ある。
　これまで自分の意見を表現する機会の少なかった
当事者が力をつけていくためにも。この本人活動はと
ても重要であると考える。本人活動を通して、自信を
深め、互いの価値を認め、成就観を共有し、社会に働
きかけながら、その結びつきをさらに深めていくも
のである。そして、相互に支え合い、社会と自分たち
の関係を認識し、人間として価値ある人生を生きるた
めに、社会に働きかけ、変革しようと行動する。こう
した活動のプロセス全体が本人に内在する力を強め、
彼らの人生の質を変えていくのであり［11］、そのよう
な支援を実践していくことが必要である。そのために
も、今後は支援者としての学生が支援方法や技術を学
び、体得していくことが重要であると考える。
　今後、この本人活動が定着し、津山市とその周辺地
域の知的障害のある人々が気軽に集え、交流を深め、
力を得られる場所になっていくことが望まれる。参加
メンバーが積極的に、意見を出し、「本人の会」を運
営していけるように、支援者である学生の支援の力や
社会資源とつなぐ力が得られるよう学生、教員共々学
びを深めていきたいと考える。
註
１） 「親の会」とは、障害児（者）をもつ親組織のことである。
２） 「エンパワメント」とは、社会福祉援助活動（ソーシャ
ルワーク）において、利用者、利用者集団、コミュニティ
などが力（パワー）を自覚して行動できるような援助を
行うこと。利用者などの主体性、人権等が脅かされてい
る状態において、心理的、社会的に支援する過程をいう。
その目的は、脅かされている状態に対して、利用者、集団、
コミュニティ等が自律性を取り戻し、その影響力、支配
力を発揮できるようにするところにある。1980年代以降、
アメリカ、イギリスを中心に発展してきた手法であるが、
現在では社会福祉援助活動の動向として根づいてきた。
３） 「青年学級」とは、15歳以上の知的障害者を対象に、スポー
ツ、料理、音楽、キャンプ、合宿、美術等の趣味の教室
等を通し、当事者同士が余暇を共にすると共に、交流を
－100－
必要不可欠な外出及び余暇活動等の社会参加のための外
出時の移動を支援する（平 18障発 0801002）。
10） 「地域自立支援協議会」相談支援事業をはじめとする地
域の障害福祉に関するシステムづくりに関し、中核的な
役割を果たす定期的な協議の場として市町村に設置され
る組織、地域の実態や課題等の情報を共有して、具体的
に協働するネットワークであり、メンバーは、相談支援
事業者、サービス事業者、保健医療・教育・雇用関係機
関、企業、障害者関係団体等で構成される（平 18障発
0801002）。
11） 「相談支援事業」障害者（児）が地域でさまざまな社会
資源を活用しながら、自立した日常生活または社会資源
を営むことができるよう、相談、情報提供、サービスの
調整等を障害者等のニーズに合わせてコーディネートす
ること。相談支援事業者には地域生活支援事業として実
施される、障害者等、障害児の保護者または介護者から
の相談に応じた情報の提供や指導、市町村やサービス事
業者との連絡調整及び、権利擁護に必要な援助等と、指
定相談支援事業者により個別給付として支給決定障害者
等に対して実施される、サービス利用計画の作成（指定
相談支援）の２種類がある（障自立５条 17項）。
参考・引用文献
［１］ 穂積功一「知的障害者の本人活動の歴史的発展と機能
について」『吉備国際大学社会福祉学部研究紀要』第 12
号，11-22，2007．
［２］ 佐藤久夫他「障害者と地域生活」中央法規出版，14-15頁．
［３］ 前掲書１）．
［４］ 室津滋樹他「障害のある人の地域の暮らしを支えるス
タッフ・世話人のためのグループホーム援助のポイン
ト 詳細版」平成 19年度厚生労働省障害者保健福祉推進
事業（障害者自立支援調査研究プロジェクト，4-8頁。
［５］ 前掲書１）．
［６］ 大槻美香他「本人活動支援‘99」社会福祉法人全日本
手をつなぐ育成会，1999．
［７］ 前掲書１）．
［８］ 前掲書２）．
［９］ 沖倉智美他「本人活動支援 2004」社会福祉法人全日本
手をつなぐ育成会，2004．
［10］ 前掲書１）．
［11］ 前掲書６）．
深める活動である。知的障害者の中には余暇を過ごすこ
とが苦手な人もおり、多くは当事者の親たちが、子ども
の余暇の充実のために作った。
４） 「育成大会」とは、知的障害児（者）の親の会の大会である。
社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会は、３人の母親が、
全国の仲間の親たちに、手をつなぎ施策の充実を求めよ
うと呼びかけて始まった。その呼びかけに答え、親や関
係者が立ち上がり、47都道府県すべてに「手をつなぐ育
成会」が結成され、その連合体が「社会福祉法人全日本
手をつなぐ育成会」である。育成大会は、全国、地方、
都道府県大会と開かれている。
５） 「さくら会」とは、1990年パリで開催された ILSMH（現
在の II）世界会議に、知的障害をもつ本人５名が参加し、
その後、パリ大会の参加者を中心に、関東で発足した本
人の会である。発足当時、①楽しくなかよく友だちをつ
くろう ②仕事のなやみを話しあおう ③結婚について考
えよう ④親にたよらないでも生活できる制度を考えよう 
⑤一般の人に「障害」を理解してもらおう を会の目標に
掲げた。
６） 「本人決議」とは、全日本手をつなぐ育成会全国大会の
本人部会（本人が参加する分科会。2000年頃から「本人
大会」と改称）で検討され、大会 2日目の全体会で発表
される本人の決議のことである。企画などに本人が参加
し始めたのは第 43回徳島大会（1994年）からで、本人
部会で話したことをまとめ、最終日の全体会で本人決議
を発表するパターンが以降継続されている。
７） 「サングループ事件」1996年 5月、知的障害者を多数雇っ
ていたサングループ（倒産）の社長が従業員の障害基礎
年金計 1430万円を着服した疑いで逮捕され、虐待も明
らかになった事件である。栄養失調や薬による発作で死
亡した従業員もいた。
８） 「行動援護」知的障害又は精神障害により行動上著しい
困難を有し常時介護を要する障害者（児）に対し、行動
する際に生じ得る危険を回避するために必要な援護、外
出時における移動中の介護、排泄及び食事等の介護その
他の行動する際の必要な援助を行う障害者自立支援法に
よる給付対象サービス。介護給付に分類される（障自立
5条 4項）。
９） 「移動支援事業」屋外での移動が困難な障害者（児）に
ついて、外出のための支援を行う事業。障害者等の地域
における自立生活及び社会参加を促すことを目的として
いる。障害者自立支援法の市町村地域生活支援事業の必
須事業の一つ。移動支援をすることにより、社会生活上
